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5000 6000
Fig．6昭和基地で観測されたレーダエコーの例
105
74
気象レーダエコーを用いた降水強度の推定　（2）
星山　満雄（北大応電研），西辻　昭（室蘭工大）　，和田　誠（極地研）
　一き　　　　　　　　　　　　　が明らかになれば，地上高度と体積含水率の
　南極昭和基地では，レーダによる雲降水量関係を求める事ができ，図2に示す。
観測が実施されており，観測レーダエコーを　（3）　物質の落下速度
用いた降水強度推定法について考察する・　　　降水物質の降水量を決める諸量として，
　本解析法は，衛星通信の場合と同じ高仰角落下速度があり雪質により異なる。即ち，
伝搬路解析である．我々は1980年頃，技術雪片密度の大きな雪は落下速度が大きく，
試験衛星による高仰角伝搬特性の理論的解析単位時間当りの降水量は多くなる。
手法を明らかにしており，本解析にもこの　　3．　羊極での
手法を用いる事ができる。前回は，理論解析　　南極降水の90％は雪あられと言われて
の手法について説明したが，今回は，解析にいるので，雪あられに注目して考える。
用いる各諸量の取扱について述べる。
　2．　理論　析に必　な
　理論解析の手順を図1に示す。解析には，
降水物質の温度・体積含水率・落下速度・
粒径分布・降水モデル等が必要である。
（1）　物質の温度
　昭和基地では，ゾンデによる大気温度観測
が実施され図2に示す。降水物質の温度は，
大気温度と異なり少々のずれを生じている。
多くの論文・資料の調査結果，雪あられは
　　　雪片密度：ρ＝0．04～0．16（θ／C㎡）
　　　粒径半径：r＝0．1～0．25（C皿）
　　　落下速度：V＝LO～2．75（ロ／sec）
の範囲内にあるものと考えられる。粒子密度
を（N）とすると，単位時間降水量（P）は
　　　P＝　4／3r3・V・N・ρ　　　　（m／hour）
単位系を考慮すると下式の様になり，
　　　P＝　15．08r3・V・N・ρ　　　（mm／hour）
この傾向は，降水物質密度が大きく落下速度降水量1（■o／hour）での各値は次の様になる。
の速いもの程，大気温度とのずれは大きく，
反対の場合は大気温度になじんでいるものと
考えられ，温度で雪質が決まると考える。
（2）　物質の体積含水率
　降水物質の降水量を決める諸量として，雪
片体積含水率（Pのがあり，雪片密度（ρ）　　この様に，降水強度解析への諸量が明らか
との関係は　ρ＝ノ下〒と表わされる。　　　にされつつあるが，粒径分布等の未把握領域
　多くの観測値により，雪質と密度の関係ががあるため，測定値を用いての解析・検証は
明らかにされており，前述の様に雪質は温度次回に譲る。
にて決まる。従って，地上高度と温度の関係　　　　　　　　，。、、．，．。，．，，。，，、，，，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10’5　　　　10’4　　　　　’5　　　　　’2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10測定反射強度物　質　温
体積含水　’
粒　径　分
落　下　速 各高度降水強度
レーダ方程　　　　理論反射強度
規格化反射強 気象降水モデル
図1　理論解析手順
r（Cm）ρ（8／c㎡） V（ロ／sec）N（個／mつ
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図2　大気温度と体積含水率
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東武
東上
下板橋
　　　竃
板橋線都営＝
●JR（埼京線）板橋駅下車徒歩15分
●地下鉄（都営三田線）板橋区役所前下車徒歩10分
●東武東上線下板橋駅下車徒歩15分
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